
         

笑

い

種

の

花

は

多

分

黄

色

い

 

        
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 

  



人

 

物

 
大

西

（

２

７

）

漫

才

師

 

前

野

（

２

７

）

漫

才

師

 

勝

俣

（

２

４

）

お

笑

い

芸

人

 

野

間

（

２

３

）

お

笑

い

芸

人

 

権

田

（

７

１

）

漫

才

師
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○

軽

井

沢

フ

ロ

ー

ス

ホ

テ

ル

･

入

口

（

夕

）

 

万

平

通

り

に

面

し

て

い

る

ホ

テ

ル

。

 

「

軽

井

沢

フ

ロ

ー

ス

ホ

テ

ル

四

〇

周

年

記

念

 
パ

ー

テ

ィ

ー

」

の

看

板

。

 

 

○

同

・

レ

ス

ト

ラ

ン

・

舞

台

 

ビ

ュ

ッ

フ

ェ

形

式

の

レ

ス

ト

ラ

ン

。

 

大

西

（

２

７

）

と

前

野

（

２

７

）

が

漫

才

。 

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

に

「

蓬

莱

坊

ほ

う

ら

い

ぼ

う

」

の

コ

ン

ビ

名

と

宣

材

写

真

が

投

映

さ

れ

る

。
 

大

西

「

い

や

ー

四

〇

周

年

！

こ

な

い

な

機

会

に

漫

才

さ

せ

て

頂

け

る

な

ん

て

ホ

ン

マ

光

栄

で

す

わ

！

」
 

前

野

「

僕

も

ね

。

大

阪

の

小

さ

い

劇

場

の

前

説

か

ら

や

っ

と

軽

井

沢

に

足

を

踏

み

入

れ

ら

れ

た

と

思

う

と

ね

、

な

ん

と

い

う

か

、

感

無

量

で

す

よ

」

 

大

西

「

ア

ホ

！

田

舎

も

ん

が

バ

レ

る

！

」

 

席

に

着

い

て

観

覧

す

る

客

は

ま

ば

ら

。

 

前

野

「

…
…

え

ー

、

僕

ら

蓬

莱

坊

っ

て

言

う

ん

で

、

名

前

だ

け

で

も

覚

え

て

い

っ

て

下

さ

い

ね

ー

。

あ

の

豚

ま

ん

で

有

名

な

と

こ

で

す

」
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大

西

「

い

や

５

５

１

蓬

莱

と

ち

ゃ

う

わ

！

名

義

の

侵

害

で

訴

え

ら

れ

た

ら

完

敗

や

で

！

」

 

客

、

雑

談

し

て

漫

才

を

聞

い

て

い

な

い

。

 
大

西

、

マ

イ

ク

が

拾

わ

な

い

小

さ

な

舌

打

ち

。 

前

野

、

呆

然

と

し

た

目

で

ネ

タ

を

続

け

る

。

 

舞

台

袖

の

野

間

（

２

３

）
、

嘆

息

し

て

移

動

。 

権

田
（

７

１

）
、
後

方

の

席

で

ビ

ー

ル

を

飲

み

な

が

ら

、

退

屈

そ

う

に

漫

才

を

見

つ

め

る

。

 

 

〇

同

・

同

・

楽

屋

 

金

髪

の

か

つ

ら

が

ラ

ッ

ク

に

か

け

て

あ

る

。

 

卓

上

に

は

サ

ン

グ

ラ

ス

と

Ｙ

Ｓ

Ｌ

イ
ブ
・
サ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン

の

鞄

。
 

勝

俣
（

２

４

）
、
際

ど

い

衣

装

で

踊

る

女

性

の

シ

ョ

ー

ト

動

画

を

見

て

ニ

ヤ

つ

く

。

 

野

間

、

楽

屋

に

入

室

。

 

勝

俣

「

野

間

ー

、

ど

う

？

あ

っ

た

ま

っ

て

た

？

」

 

野

間

「

学

級

崩

壊

し

た

教

室

」

 

勝

俣

「

あ

ら

ー

ダ

メ

だ

っ

た

か

ー

」

 

野

間
「

大

阪

の

漫

才

は

変

な

と

こ

ろ

で

古

い

か

ら

な

」 

勝

俣

、

ス

マ

ホ

か

ら

野

間

に

視

線

を

移

す

。
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勝

俣

「

ん

ー

、

俺

は

最

近

の

頭

良

い

お

笑

い

よ

り

好

き

だ

け

ど

な

。

あ

ー

ゆ

う

喋 し
ゃ
べ

く

り

」

 

野

間

「

そ

ら

勝

俣

、

お

前

が

バ

カ

だ

か

ら

だ

ろ

。

で

も

あ

れ

は

純

粋

に

面

白

く

な…
…

ぁ

や

べ

」

 

ノ

ッ

ク

な

し

に

大

西

・

前

野

が

入

室

。

 

野

間

、

笑

顔

を

作

っ

て

元

気

よ

く

挨

拶

。

 

野

間

「

先

輩

お

疲

れ

様

っ

す

！

面

白

か

っ

た

っ

す

！

二

〇

辛

い

く

ヤ

ツ

大

体

見

栄

張

っ

て

る

、
と

か

！

」 

大

西

、

野

間

を

睨

み

、

無

視

し

て

素

通

り

。

 

前

野

「

ア

ホ

か

大

西

。

後

輩

が

ボ

ケ

と

ん

の

や

か

ら

ツ

ッ

コ

め

。
そ

れ

コ

コ

イ

チ

や

、
俺

ら

５

５

１

や

、

っ

て

…
…

い

や

５

５

１

で

も

な

い

け

ど

」

 

大

西

「

何

で

舞

台

袖

ま

で

漫

才

せ

な

ア

カ

ン

ね

ん

。

勘

弁

し

て

く

れ

や

…
…

」

 

大

西

、

座

席

に

腰

掛

け

ぐ

っ

た

り

す

る

。

 

前

野

「

ゴ

メ

ン

な

。

大

西

陰

キ

ャ

や

か

ら

人

と

ロ

ク

に

会

話

で

き

へ

ん

ね

ん

」

 

野

間

「

…
…

い

え

、

僕

も

ボ

ケ

す

ぎ

て

芸

人

以

外

と

話

せ

ま

せ

ん

！

収

録

で

や

っ

た

ボ

ケ

も

９

割

は―

」 

勝

俣
「

野

間

、
も

う

い

い

。
早

く

に

挨

拶

さ

せ

ろ

よ

」
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勝

俣

、

立

ち

上

が

り

、

前

野

に

一

礼

す

る

。

 
勝

俣

「

ど

も

！

ア

ー

ル

グ

レ

ー

の

勝

俣

で

す

！

僕

、

蓬

莱

坊

さ

ん

の

ネ

タ

結

構

好

き

で

！

」

 

野

間

「

あ

、

挨

拶

ま

だ

か

。

野

間

っ

す

！

」

 

前

野

「

ど

う

も

お

ー

き

に

。

前

野

で

す

。

売

れ

っ

子

芸

人

に

名

前

を

覚

え

て

も

ら

っ

て

光

栄

や

わ

」

 

大

西

「…
…

大

西

で

ー

す

」
 

勝

俣

、

笑

っ

て

か

つ

ら

を

か

ぶ

り

、

サ

ン

グ

ラ

ス

を

つ

け

、

鞄

か

ら

生

卵

を

取

り

出

し

、

割

っ

て

飲

み

込

む

。

 

勝

俣
「

先

輩

、
卵

い

り

ま

す

？

気

合

い

入

り

ま

す

よ

」

 

大

西

、

言

わ

れ

る

が

ま

ま

卵

を

受

け

取

る

。
 

勝

俣

「

じ

ゃ

。

僕

ら

の

ネ

タ

、

見

て

て

下

さ

い

！

」
 

野

間

・

勝

俣

、

一

礼

し

て

楽

屋

を

出

る

。

 

大

西

、

卵

を

見

つ

め

、

苦

笑

。

 

大

西

「…
…

今

更

何

の

気

合

い

出

せ

言

う

ね

ん

」

 

前

野
「…

…

お

前

の

顔

、
今

め

っ

ち

ゃ

き

し

ょ

い

で

。

鏡

見

て

こ

い

」

 

大

西

「

う

っ

せ

生

ま

れ

つ

き

や

」

 

大

西

、

卵

を

胸

ポ

ケ

ッ

ト

に

し

ま

い

退

出

。
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○

同

・

同

・

舞

台

 

プ

ロ

ジ

ェ

ク

タ

ー

に
「

ア

ー

ル

グ

レ

ー

」
、「

ニ

ュ

ー

ウ

ェ

ー

ブ

コ

ン

ト

 

準

優

勝

」
の

文

字

と

二

人

の

宣

材

写

真

。

 

舞

台

の

前

に

思

い

思

い

に

雑

談

す

る

観

客

。

 

机

と

教

卓

が

一

つ

、

机

に

野

間

が

座

る

。

 

野

間

「

経

営

学

が

学

べ

る

っ

て

聞

い

た

け

ど

、

ど

ん

な

こ

と

が

学

べ

る

ん

だ

ろ

ー

」
 

急

に

ク

ラ

ブ

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

が

流

れ

出

す

。

 

急

な

大

音

声

に

観

客

が

舞

台

を

注

目

し

出

す

。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

金

髪

の

か

つ

ら

と

サ

ン

グ

ラ

ス

を

か

け

た

勝

俣

が

Ｙ

Ｓ

Ｌ

の

鞄

を

片

手

に

登

場

。

 

勝

俣

「

ど

ー

も

、

本

指

名

来

た

ん

で

来

ま

し

た

」

 

野

間

「

え

、

誰

だ

あ

の

人

」

 

勝

俣

「

誰

っ

て

？

世

の

中

に

は

、

二

種

類

の

男

し

か

い

な

い

。

俺

か

、

俺

以

外

か

。

ど

も

、

俺

で

す

」

 

野

間

「

だ

か

ら

誰

？

！

と

い

う

か

そ

れ

ロ

ー

ラ

ン

ド

さ

ん

の

名

言

！

」

 

勝

俣

「

や

れ

ば

で

き

る

じ

ゃ

な

い

」
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野

間

「

い

や

あ

ん

た

偽

物

！

本

物

ヅ

ラ

し

ち

ゃ

ダ

メ

だ

か

ら

！

」

 

勝

俣

「

本

物

と

か

偽

物

と

か

、

ど

う

で

も

良

い

じ

ゃ

ん

？

俺

は

、

オ

レ

」

 

野

間

「…
…

何

か

ぽ

い

こ

と

言

っ

て

る

！

」

 

観

客

の

潜

み

笑

い

。

 

勝

俣

「

授

業

す

れ

ば

い

い

ん

だ

っ

け

？

簡

単

だ

よ

。

ま

ず

オ

ー

ラ

を

着

ま

す

」

 

野

間

「

ま

ず

無

理

！

オ

ー

ラ

着

る

っ

て

何

？

！

」

 

勝

俣
「

次

に

鏡

を

見

て

、
身

だ

し

な

み

を

整

え

ま

す

」

 

野

間

「

お

…
…

？

ま

と

も

な

こ

と

言

っ

て

る

？

」

 

勝

俣

、

親

指

と

人

差

し

指

を

こ

す

る

仕

草

。
 

勝

俣

「

俺

の

オ

ー

ラ

く

せ

っ

毛

だ

か

ら

、

セ

ッ

ト

に

時

間

か

か

ん

の

。

特

に

梅

雨

の

時

期

は

蒸

れ

る

」

 

野

間
「

結

局

オ

ー

ラ

！

今

の

情

報

全

部

い

ら

ん

し

！

」 

勝

俣

「

最

後

に

本

指

名

来

る

ま

で

三

分

待

ち

ま

す

」

 

野

間

「

ず

っ

と

経

営

じ

ゃ

な

く

て

ホ

ス

ト

の

話

し

て

る

！

し

か

も

参

考

に

な

ら

な

い

ヤ

ツ

！

」

 

観

客

の

方

か

ら

さ

っ

き

よ

り

大

き

な

笑

い

。

 

勝

俣

「

じ

ゃ

質

問

あ

る

姫

、

い

る

？

」
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野

間

、

手

を

上

げ

る

。

 
野

間

「

は

い

！

ホ

ス

ト

の

仕

方

じ

ゃ

な

く

て

ち

ゃ

ん

と

経

営

を

教

え

て

下

さ

い

！

」

 

勝

俣

「

あ

ー

、

そ

う

ね

…
…

」

 

勝

俣

、

鞄

か

ら

お

絵

か

き

帳

を

取

り

出

す

。

 

「

ロ

ー

ラ

ン

ド

さ

ん

名

言

集

㊙

」

の

記

載

。

 

野

間

「

コ

イ

ツ

堂

々

と

カ

ン

ニ

ン

グ

し

て

る

！

」

 

勝

俣

「

こ

れ

ど

う

？

お

金

を

追

い

求

め

て

働

い

て

い

る

う

ち

は

ま

だ

ま

だ

」

 

野

間

「

も

う

帰

れ

！

」

 

野

間

、

出

口

の

方

を

勢

い

よ

く

指

さ

す

。

 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

観

客

、

爆

笑

。

 

会

場

後

方

で

腕

を

組

ん

で

笑

う

大

西

、
急

に

隣

の

人

に

足

下

を

殴

ら

れ

る

。

 

大

西

「

え

、

何

す

か

急

に

…
…

っ

て

、

え

！

」

 

権

田

、

杖

を

つ

い

て

隣

に

た

っ

て

い

る

。

 

権

田

「

お

前

何

し

と

ん

ね

ん

」

 

大

西

「

ご

ん

だ

＆

も

ち

た

の

権

田

師

匠

？

！

何

で

こ

ん

な

所

に

？

！

」
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権

田

「

こ

こ

軽

井

沢

や

。

別

荘

あ

ん

ね

ん

。

そ

ん

な

こ

と

よ

り

、
何

で

お

前

は

、
観

客

と

同

じ

目

線

で

、

後

輩

の

ネ

タ

で

笑

っ

と

ん

ね

ん

」

 

大

西

「

そ

れ

は
…

…

」

 

権

田

、
溜

息

を

つ

き

杖

で

大

西

の

脛

を

叩

く

。 

大

西

「

痛

っ

」

 

権

田

「

奢

っ

た

る

か

ら

相

方

と

一

緒

に

ウ

チ

来

い

」

 

 

○

旧

軽

井

沢

地

区

・

住

宅

街

（

夜

）
 

林

道

の

途

中

に

邸

宅

が

点

在

す

る

。
 

無

人

の

道

を

歩

く

大

西

・

前

野

。

 

前

野

「

…
…

な

ぁ

、

綺

麗

や

な

、

こ

こ

。

将

来

売

れ

た

ら

住

ん

で

み

た

い

わ

」

 

大

西

、

返

事

を

返

さ

な

い

。

 

前

野
「

て

か

ホ

ン

マ

に

？

権

田

師

匠

い

て

は

ん

の

？

」 

大

西

、
答

え

ず

ア

プ

リ

の

目

標

地

点

に

到

着

。 

表

札

に

は

「

権

田

」

と

あ

る

。

 

前

野

「

ホ

ン

マ

に

師

匠

ん

ち

や

ん

…
…

」

 

 

○

権

田

邸

・

門

前

（

夜

）
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門

前

の

チ

ャ

イ

ム

を

鳴

ら

す

大

西

。

 

チ

ャ

イ

ム

か

ら

権

田

の

声

。

 

権

田

の

声

「

…
…

ど

ち

ら

さ

ん

？

」

 

大

西

「

ひ

ど

！

呼

び

出

し

た

ん

そ

っ

ち

で

す

よ

！

」

 

前

野

「

蓬

莱

坊

の

前

野

っ

て

い

い

ま

す

！

何

か

奢

っ

て

も

ら

え

る

っ

て

聞

き

ま

し

た

！

」

 

権

田

の

声
「

お

前

ら

、
こ

こ

来

る

ま

で

何

考

え

て

た

？

」 

大

西

「

え

っ

」

 

権

田

の

声

「

何

考

え

て

こ

こ

ま

で

来

た

か

聞

い

て

ん

ね

ん

」

 

大

西･

前

野

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。

 

前

野

「

軽

井

沢

綺

麗

や

な

、

こ

こ

に

住

め

る

く

ら

い

売

れ

た

い

な

、

っ

て

」

 

大

西

「…
…

漫

才

師

辞

め

よ

う

か

な

、

っ

て

」

 

前

野

、

目

を

見

開

き

大

西

を

見

つ

め

る

。

 

大

西

「

何

で

俺

こ

な

い

お

も

ん

な

い

ん

や

ろ

、

あ

い

つ

ら

の

言

う

と

お

り

や

、

純

粋

に

お

も

ん

な

い

。

漫

才

好

き

な

は

ず

な

の

に

、

お

も

ろ

い

こ

と

何

も

思

い

つ

か

ん

…
…

。

何

で

―

」

 

前

野

、

大

西

の

頬

を

叩

き

胸

ぐ

ら

を

掴

む

。
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前

野

「…
…

お

前

、

ア

ホ

す

ぎ

や

！

」

 

前

野

の

涙

目

に

我

に

返

る

大

西

。

 

権

田

の

声

「

漫

才

師

は

人

を

笑

わ

す

こ

と

だ

け

考

え

な

ア

カ

ン

。

自

分

ら

こ

の

ま

ま

や

と

失

格

や

ぞ

。

今

何

す

ん

の

が

お

も

ろ

い

か

、
そ

れ

だ

け

考

え

や

」 

チ

ャ

イ

ム

が

切

れ

る

。

 

大

西

「…
…

結

局

何

も

奢

ら

ん

の

か

」

 

前

野

「…
…

そ

う

や

な

い

や

ろ

」
 

大

西

、
少

し

考

え

、

胸

ポ

ケ

ッ

ト

の

卵

を

取

り

出

す

。

 

意

を

決

し

て

権

田

邸

に

勢

い

よ

く

投

げ

る

。 

卵

は

壁

に

は

じ

か

れ

て

割

れ

ず

に

落

ち

る

。 

大

西

「

…
…

っ

て

ゆ

で

卵

か

い

！

秋

先

取

り

し

て

黄

色

く

染

め

た

ろ

思

っ

た

の

に

！

」

 

前

野

、

涙

を

拭

い

、

笑

う

。

 

前

野

「…
…

せ

や

な

、

笑

い

の

花

咲

か

せ

た

ろ

！

」

 

大

西

「

そ

う

と

決

ま

っ

た

ら

ネ

タ

合

わ

せ

や

！

気

合

い

入

れ

て

く

ぞ

！

」

 

大

西

・

前

野

、

権

田

邸

に

一

礼

し

、

来

た

道

を

引

き

返

し

て

走

り

出

す

。
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